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(57)【要約】
　フォーカスレンズの移動方向の決定の判断を単純化す
ることができ、より精度よくオートフォーカス精度を向
上させる。フォーカスレンズ（１４ａ）を有する光学系
（１４）と、前記フォーカスレンズを光軸方向に移動さ
せて観察深度を切り替えるレンズ駆動手段（１５）と、
前記光学系による被写体の光学像を互いに焦点位置が異
なる複数の画像として取得する撮像手段（１７）と、前
記複数の画像に基づいて前記観察深度の切り替えの要否
を判定し、該観察深度の切り替えが必要であると判定し
た場合に、前記画像に基づいて前記フォーカスレンズの
移動方向を決定する移動方向決定手段（３１）と、決定
した前記移動方向に前記フォーカスレンズを移動させる
ように前記レンズ駆動手段を制御する駆動制御手段（２
７）と、を備える内視鏡装置を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォーカスレンズを有する光学系と、
　前記フォーカスレンズを光軸方向に移動させて観察深度を切り替えるレンズ駆動手段と
、
　前記光学系による被写体の光学像を互いに焦点位置が異なる複数の画像として取得する
撮像手段と、
　前記複数の画像に基づいて前記観察深度の切り替えの要否を判定し、該観察深度の切り
替えが必要であると判定した場合に、前記画像に基づいて前記フォーカスレンズの移動方
向を決定する移動方向決定手段と、
　決定した前記移動方向に前記フォーカスレンズを移動させるように前記レンズ駆動手段
を制御する駆動制御手段と、
を備える内視鏡装置。
【請求項２】
　複数の前記画像を取得した際の前記フォーカスレンズの位置を示す位置情報を検出する
位置情報検出手段を備え、
　前記移動方向決定手段が、複数の前記画像のコントラストを夫々算出し、算出した各コ
ントラストが前記位置情報に応じて予め設定された閾値よりも小さい場合に、観察深度の
切り替えが必要であると判定する請求項１記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記移動方向決定手段が、観察深度の切り替えが必要であると判定した場合に、複数の
前記コントラストのうち、最小値であるコントラストに対応する画像が取得された焦点位
置から、最大値であるコントラストに対応する画像が取得された焦点位置に向かう方向に
観察深度が切り替わるように前記フォーカスレンズの移動方向を決定する請求項２記載の
内視鏡装置。
【請求項４】
　前記撮像手段が、焦点位置が近点である近点画像と焦点位置が遠点である遠点画像とを
取得し、
　前記移動方向決定手段が、前記近点画像におけるコントラストＦ１及び前記遠点画像に
おけるコントラストＦ２を算出し、前記近点画像及び前記遠点画像が取得された際の前記
フォーカスレンズの位置情報に応じて予め設定された近点閾値Ｔｈ１及び遠点閾値Ｔｈ２
である場合において、以下の条件式（１）を満たす場合に、観察深度の切り替えが必要で
あると判定する請求項１記載の内視鏡装置。
　　（Ｆ１≦Ｔｈ１）∩（Ｆ２≦Ｔｈ２）　　　・・・（１）
【請求項５】
　前記移動方向決定手段が、
　下記条件式（２）を満たす場合に、前記フォーカスレンズの移動方向を近点側とし、
　下記条件式（３）を満たす場合に、前記フォーカスレンズの移動方向を遠点側とする請
求項４記載の内視鏡装置。
　　Ｆ１＞Ｆ２　　　・・・（２）
　　Ｆ１≦Ｆ２　　　・・・（３）
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置、特に、オートフォーカス機能を備えた内視鏡装置に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡装置では、装置の小型化のために低画素数の撮像素子を採用しており、光
学系の絞りを絞るだけで被写界深度が十分広い画像を取得することができた。
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　近年、撮像素子の微細ピクセル化が進み、内視鏡装置において画素数の多い撮像素子を
適用してより詳細な観察診断を行うことができるようになっている。このような内視鏡装
置において、被写界深度を確保するために光学系の絞りを絞りすぎると、回折限界によっ
て取得される画像の画質が劣化してしまう。一方、絞りを絞ることができないと、被写界
深度が狭くなる。そこで、狭い被写界深度でも自動的に焦点が合うようなオートフォーカ
ス機能（以下、単に「ＡＦ」という）を有する内視鏡装置が種々提案されている。
　例えば、特許文献１には、明るさ情報を用いて絞りやレンズを駆動するＡＦ内視鏡が開
示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２２２６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１における内視鏡装置のように、明るさ情報を用いたＡＦでは
、その精度が不十分である。つまり、明るさに係る情報は、光学系と被写体との距離に相
関する情報であり、ＡＦに用いることができる情報ではあるものの、拍動のある被写体や
凹凸のある被写体の場合には、ＡＦを高精度に行うために必ずしも十分な情報とは言えな
い。また、内視鏡装置には、低侵襲性が求められるため、より小型であることが望ましい
。
【０００５】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、観察深度を切り替え可能であ
り詳細な観察画像を取得可能な内視鏡装置において、オートフォーカス精度を向上させる
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明は以下の手段を提供する。
　本発明の一態様は、フォーカスレンズを有する光学系と、前記フォーカスレンズを光軸
方向に移動させて観察深度を切り替えるレンズ駆動手段と、前記光学系による被写体の光
学像を互いに焦点位置が異なる複数の画像として取得する撮像手段と、前記複数の画像に
基づいて前記観察深度の切り替えの要否を判定し、該観察深度の切り替えが必要であると
判定した場合に、前記画像に基づいて前記フォーカスレンズの移動方向を決定する移動方
向決定手段と、決定した前記移動方向に前記フォーカスレンズを移動させるように前記レ
ンズ駆動手段を制御する駆動制御手段と、を備える内視鏡装置を提供する。
【０００７】
　本態様によれば、光学系のフォーカスレンズをレンズ駆動手段により光軸方向に移動さ
せることにより観察深度を適宜切り替えながら観察を行う。この場合において、撮像手段
によりフォーカスレンズが光軸上の任意の位置にあるとき、すなわち、任意の観察深度で
あるときに、光学系による光学像を互いに異なる複数の焦点位置の画像として複数取得し
、移動方向決定手段によりこれらの画像に基づいて観察深度の切り替えの要否を判定する
。移動方向決定手段がピント合わせに先立って観察深度の切り替えの要否を判定するので
、合焦状態であるにもかかわらずフォーカスレンズを移動させてしまう等の不必要な動作
を抑制することができ、内視鏡装置の動作を安定させることができる。
【０００８】
　また、移動方向決定手段により観察深度の切り替えが必要であると判定した場合に、フ
ォーカスレンズの移動方向を決定するので、フォーカスレンズの不要な動作を抑制すると
共に、被写界深度が狭くピント合わせが困難な場合であっても精度よくピント合わせを行
うことができる。
　さらに、観察深度の切り替えの要否判定やフォーカスレンズの移動方向の決定を、異な
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る複数の焦点位置における複数の画像に基づいて行っているので、これらの複数の画像の
特性、つまり、コントラスト、輝度、周波数成分等を活用することができ、精度よくピン
ト合わせを行うことができる。したがって、観察深度を切り替え可能であり詳細な観察画
像を取得可能な内視鏡装置において、オートフォーカス精度を向上させることができる。
【０００９】
　上記態様において、複数の前記画像を取得した際の前記フォーカスレンズの位置を示す
位置情報を検出する位置情報検出手段を備え、前記移動方向決定手段が、複数の前記画像
のコントラストを夫々算出し、算出した各コントラストが前記位置情報に応じて予め設定
された閾値よりも小さい場合に、観察深度の切り替えが必要であると判定することが好ま
しい。
【００１０】
　フォーカスレンズの位置によって取得される画像の特性が異なるので、画像を取得した
際のフォーカスレンズの位置を示す位置情報を検出する。また、画像の特性を示すコント
ラストを算出し、コントラストと位置情報に応じた閾値とを比較することにより観察深度
の切り替え要否を判定することで、より精度よく観察深度の切り替えの要否を判定するこ
とができる。
【００１１】
　上記態様において、前記移動方向決定手段が、観察深度の切り替えが必要であると判定
した場合に、複数の前記コントラストのうち、最小値であるコントラストに対応する画像
が取得された焦点位置から、最大値であるコントラストに対応する画像が取得された焦点
位置に向かう方向に観察深度が切り替わるように前記フォーカスレンズの移動方向を決定
することが好ましい。
【００１２】
　このようにすることで、特に、拡大観察から通常観察までの間の複数の観察深度を選択
可能な場合において、フォーカスレンズの不要な動作を抑制すると共に、被写界深度が狭
くピント合わせが困難な場合であっても精度よくピント合わせを行うことができる。
【００１３】
　上記態様において、前記撮像手段が、焦点位置が近点である近点画像と焦点位置が遠点
である遠点画像とを取得し、前記移動方向決定手段が、前記近点画像におけるコントラス
トＦ１及び前記遠点画像におけるコントラストＦ２を算出し、前記近点画像及び前記遠点
画像が取得された際の前記フォーカスレンズの位置情報に応じて予め設定された近点閾値
Ｔｈ１及び遠点閾値Ｔｈ２である場合において、以下の条件式（１）を満たす場合に、観
察深度の切り替えが必要であると判定することが好ましい。
　　（Ｆ１≦Ｔｈ１）∩（Ｆ２≦Ｔｈ２）　　　・・・（１）
【００１４】
　このようにすることで、観察深度の切り替えの要否判定が明確となり、より精度よくオ
ートフォーカス精度を向上させることができる。
【００１５】
　上記態様において、前記移動方向決定手段が、下記条件式（２）を満たす場合に、前記
フォーカスレンズの移動方向を近点側とし、下記条件式（３）を満たす場合に、前記フォ
ーカスレンズの移動方向を遠点側とすることが好ましい。
　　Ｆ１＞Ｆ２　　　・・・（２）
　　Ｆ１≦Ｆ２　　　・・・（３）
【００１６】
　このようにすることで、フォーカスレンズの移動方向の決定の判断を単純化することが
でき、より精度よくオートフォーカス精度を向上させることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、観察深度を切り替え可能であり詳細な観察画像を取得可能な内視鏡装
置において、オートフォーカス精度を向上させることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態に係る内視鏡装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係る内視鏡装置の光学系～撮像部の構造を示す説明図である
。
【図３】本発明の実施形態に係る内視鏡装置の作用を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に、本発明の実施形態に係る内視鏡装置について図面を参照して説明する。
　図１に示すように、内視鏡装置は、被検体に挿入される細長の挿入部２及び術者による
操作指示に従って挿入部２への照明光の供給や被写体の観察画像の取得等種々の制御を行
う内視鏡制御部３を備えている。
【００２０】
　挿入部２内には、照明光を導光するライトガイド１１が挿通されている。ライトガイド
１１の先端側には、被写体に照明光を出射する照明レンズ１２が設けられ、ライトガイド
１１の基端側は図示しないケーブル及びコネクタを介して後述する光源部２５に接続され
ている。これにより、ライトガイド１１及び照明レンズ１２を介して光源部２５から出射
した照明光が被写体に照射されるようになっている。
【００２１】
　また、挿入部２には、照明された被写体の光学像を結像する光学系１４が設けられてい
る。光学系１４は、フォーカスレンズ１４ａを有し、このフォーカスレンズ１４ａを光軸
方向に移動させることにより被写体に対する観察深度を切り替えることができるようにな
っている。本実施形態においては、拡大観察及び通常観察の２つの観察深度を切り替える
ことができるものとして説明する。従って、本実施形態においては、図２に示すように、
フォーカスレンズ１４ａがアクチュエータ１５により光軸方向に駆動され、拡大観察から
通常観察までの間の所定の可動範囲内を移動することができ、フォーカスレンズ１４ａを
移動させることにより、拡大観察及び通常観察を適宜切り替えることができるようになっ
ている。
【００２２】
　挿入部２には、光学系１４による被写体の光学像を互いに焦点位置が異なる複数の画像
として取得する撮像部１７が設けられている。本実施の形態においては、遠点像及び近点
像の２つの焦点位置に係る画像を取得するものとして説明する。
　図２に示すように、撮像部１７は、偏光ビームスプリッター１９、ミラー２０及びλ／
４波長板２１を有し、これにより光学系１４によって集光された光を近点像及び遠点像の
２つの光学像として結像する。そして、撮像部１７は、結像位置に撮像面が配置された撮
像素子１８を有しており、近点像及び遠点像の２つの焦点位置に係る画像を取得するよう
になっている。
【００２３】
　従って、撮像部１７は、図２に示すように、フォーカスレンズ１４ａが可動範囲内の近
点側に位置するときに、拡大観察を行うことができ、拡大観察時における近点画像及び遠
点画像を取得する。また、フォーカスレンズ１４ａが可動範囲内の遠点側に位置するとき
に、通常観察を行うことができ、通常観察時における近点画像及び遠点画像を取得する。
　撮像部１７は、図示しないケーブル及びコネクタを介して内視鏡制御部３の画像信号処
理部２６に接続されている。
【００２４】
　内視鏡制御部３は、照明光を出射する光源部２５、撮像部１７により取得された画像に
対して所定の信号処理を行う画像信号処理部２６、アクチュエータを制御してフォーカス
レンズ移動させることによりオートフォーカスを実現する駆動制御部２７、これらの各部
を制御するＣＰＵ２８を備えている。
　光源部２５は、照明光を発生するための光源としてのランプ、ランプから出射した光の
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光量を調整する光量調整部などを備え、ライトガイド１１に対して所望の照明光を供給す
る。
【００２５】
　駆動制御部２７は、ＣＰＵ２８による指令に従って、フォーカスレンズを移動するよう
にアクチュエータ１５を制御する。また、アクチュエータ１５の可動範囲における現在の
位置を示す位置情報を検出する位置検出部３０を備えている。
　ＣＰＵ２８は、上記した各部を制御すると共に、撮像部１７により取得された画像に基
づいて観察深度の切り替えの要否を判定する。また、ＣＰＵ２８は観察深度の切り替えが
必要であると判定した場合に、これらの画像に基づいてフォーカスレンズの移動方向を決
定する移動方向決定部３１を備えており、決定した移動方向を駆動制御部２７に出力する
。
【００２６】
　また、内視鏡制御部３は、ＣＰＵ２８による観察深度の切り替え要否の判定などに必要
となる閾値などの各種データを記憶したメモリ２９を備えている。
　観察深度の切り替えの要否や移動方向の決定は、撮像部１７により取得された複数の画
像に基づいて行われるが、画像の特性、例えば、コントラスト、輝度、周波数成分に基づ
いて行うことが好ましい。
【００２７】
　以下、このように構成された内視鏡装置における作用、つまり、観察深度の切り替え及
び移動方向の決定について図３のフローチャートを用いて説明する。以下の説明において
は、観察深度の切り替え要否を判定に際し、画像を評価するための評価値として画像のコ
ントラストを適用することとして説明する。
【００２８】
　ステップＳ１１において、フォーカスレンズ１４ａが可動範囲の任意の位置にあるとき
、撮像部１７により当該位置において遠点画像及び近点画像を取得し、所定信号処理を行
った後に、遠点画像及び近点画像に係る画像信号をＣＰＵ２８に出力する。次のステップ
Ｓ１２において、ＣＰＵ２８が各画像に対して評価値としてコントラストを算出する。す
なわち、近点画像のコントラストをＦ１、遠点画像のコントラストをＦ２として夫々コン
トラストを算出する。
【００２９】
　ステップＳ１３において、ＣＰＵ２８は、位置検出部３０から、ステップＳ１１におい
て画像を取得した際のフォーカスレンズ１４ａの可動範囲における位置を示す位置情報を
取得する。ステップＳ１４では、まず取得したフォーカスレンズ１４ａの位置情報に対応
する閾値Ｔｈ１及びＴｈ２をメモリ２９から読み出す。ここで、Ｔｈ１及びＴｈ２は遠点
画像及び近点画像を取得した時のフォーカスレンズ１４ａの位置に応じて予め定められた
閾値であり、メモリ２９に記憶されている。続いてＣＰＵ２８は、以下の条件式（１）を
満たす場合に、観察深度の切り替えが必要であると判定する。
　　（Ｆ１≦Ｔｈ１）∩（Ｆ２≦Ｔｈ２）　　　・・・（１）
【００３０】
　ステップＳ１４において、上記（１）式を満たさない場合には、フォーカスレンズ１４
ａの移動は不要と判定され、ＣＰＵ２８は、駆動制御部２７に対して何ら信号を出力しな
い。
　一方、上記（１）式を満たす場合には、ステップＳ１５に進み、観察深度の切り替えに
際して、移動方向決定部３１によりいずれの方向にフォーカスレンズ１４ａを移動させる
のか決定する。
【００３１】
　フォーカスレンズ１４ａの移動方向は下記のように決定する。すなわち、下記条件式（
２）を満たす場合に、ステップＳ１６に進み前記フォーカスレンズの移動方向を近点側と
する。
　　Ｆ１＞Ｆ２　　　・・・（２）
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【００３２】
　つまり、（２）式を満たす場合に、移動方向決定部３１がフォーカスレンズ１４ａをよ
り近点側に移動させるように駆動制御部２７に対して信号を出力する。通常観察位置にフ
ォーカスレンズ１４ａが位置するときには、拡大観察位置に移動させるような信号がＣＰ
Ｕ２８から駆動制御部２７に出力される。フォーカスレンズ１４ａが可動範囲中の最も近
点側に位置するときに、さらに近点側へ移動させるための信号が出力された場合には、可
動範囲を超えてフォーカスレンズ１４ａが移動することがないので不都合は生じない。一
方、現在のフォーカスレンズ１４ａの位置を検出して、近点側へ移動させるための信号を
出力させないようにすることもできる。
【００３３】
　また、条件式（２）を満たさない場合は、ステップＳ１７に進む。条件式（２）を満た
さない場合、つまり、下記条件式（３）を満たす場合に、ステップＳ１８に進み前記フォ
ーカスレンズの移動方向を遠点側とする。
　　Ｆ１≦Ｆ２　　　・・・（３）
　つまり、（３）式を満たす場合に、移動方向決定部３１は、フォーカスレンズ１４ａを
より遠点側に移動させるように駆動制御部２７に対して信号を出力する。つまり、拡大観
察位置にフォーカスレンズ１４ａが位置するときには、通常観察位置に移動させるような
信号がＣＰＵ２８から駆動制御部２７に出力される。
【００３４】
　フォーカスレンズ１４ａが可動範囲中の最も遠点側に位置するときに、さらに遠点側へ
移動させるための信号が出力された場合には、可動範囲を超えてフォーカスレンズ１４ａ
が移動することがないので不都合は生じない。一方、現在のフォーカスレンズ１４ａの位
置を検出して、遠点側へ移動させるための信号を出力させないようにすることもできる。
【００３５】
　このように、本実施形態によれば、フォーカスレンズ１４ａが光軸上の任意の位置にあ
るときに、光学系１４による光学像を互いに異なる複数の焦点位置の画像として複数取得
し、これらの画像に基づいて観察深度の切り替えの要否を判定する。つまり、ピント合わ
せに先立って観察深度の切り替えの要否を判定するので、合焦状態であるにもかかわらず
フォーカスレンズ１４ａを移動させてしまう等の不必要な動作を抑制することができ、内
視鏡装置の動作を安定させることができる。
【００３６】
　また、観察深度の切り替えが必要であると判定した場合に、フォーカスレンズ１４ａの
移動方向を決定するので、フォーカスレンズ１４ａの不要な動作を抑制すると共に、被写
界深度が狭くピント合わせが困難な場合であっても精度よくピント合わせを行うことがで
きる。
　さらに、観察深度の切り替えの要否判定やフォーカスレンズ１４ａの移動方向の決定を
、異なる複数の焦点位置における複数の画像に基づいて行っているので、これらの複数の
画像の特性、つまり、コントラスト、輝度、周波数成分等を活用することができ、精度よ
くピント合わせを行うことができる。したがって、観察深度を切り替え可能であり詳細な
観察画像を取得可能な内視鏡装置において、オートフォーカス精度を向上させることがで
きる。
【符号の説明】
【００３７】
２　挿入部
３　内視鏡制御部
１１　ライドガイド
１２　照明レンズ
１４　光学系
１４ａ　フォーカスレンズ
１５　アクチュエータ
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１７　撮像部
１８　撮像素子
１９　偏光ビームスプリッター
２０　ミラー
２１　λ／４波長板
２５　光源部
２６　画像信号処理部
２７　駆動制御部
２８　ＣＰＵ
２９　メモリ
３０　位置検出部
３１　移動方向決定部
 

【図１】 【図２】
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【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月14日(2015.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォーカスレンズを有する光学系と、
　前記フォーカスレンズを光軸方向に移動させて観察深度を切り替えるレンズ駆動手段と
、
　前記光学系による被写体の光学像を互いに焦点位置が異なる複数の画像として同時に取
得する撮像手段と、
　前記複数の画像に基づいて前記観察深度の切り替えの要否を判定し、該観察深度の切り
替えが必要であると判定した場合に、前記画像に基づいて前記フォーカスレンズの移動方
向を決定する移動方向決定手段と、
　決定した前記移動方向に前記フォーカスレンズを移動させるように前記レンズ駆動手段
を制御する駆動制御手段と、
を備える内視鏡装置。
【請求項２】
　複数の前記画像を取得した際の前記フォーカスレンズの位置を示す位置情報を検出する
位置情報検出手段を備え、
　前記移動方向決定手段が、複数の前記画像のコントラストを夫々算出し、算出した各コ
ントラストが前記位置情報に応じて予め設定された閾値よりも小さい場合に、観察深度の
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切り替えが必要であると判定する請求項１記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記移動方向決定手段が、観察深度の切り替えが必要であると判定した場合に、複数の
前記コントラストのうち、最小値であるコントラストに対応する画像が取得された焦点位
置から、最大値であるコントラストに対応する画像が取得された焦点位置に向かう方向に
観察深度が切り替わるように前記フォーカスレンズの移動方向を決定する請求項２記載の
内視鏡装置。
【請求項４】
　前記撮像手段が、焦点位置が近点である近点画像と焦点位置が遠点である遠点画像とを
取得し、
　前記移動方向決定手段が、前記近点画像におけるコントラストＦ１及び前記遠点画像に
おけるコントラストＦ２を算出し、前記近点画像及び前記遠点画像が取得された際の前記
フォーカスレンズの位置情報に応じて予め設定された近点閾値Ｔｈ１及び遠点閾値Ｔｈ２
である場合において、以下の条件式（１）を満たす場合に、観察深度の切り替えが必要で
あると判定する請求項１記載の内視鏡装置。
　　（Ｆ１≦Ｔｈ１）∩（Ｆ２≦Ｔｈ２）　　　・・・（１）
【請求項５】
　前記移動方向決定手段が、
　下記条件式（２）を満たす場合に、前記フォーカスレンズの移動方向を近点側とし、
　下記条件式（３）を満たす場合に、前記フォーカスレンズの移動方向を遠点側とする請
求項４記載の内視鏡装置。
　　Ｆ１＞Ｆ２　　　・・・（２）
　　Ｆ１≦Ｆ２　　　・・・（３）
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明は以下の手段を提供する。
　本発明の一態様は、フォーカスレンズを有する光学系と、前記フォーカスレンズを光軸
方向に移動させて観察深度を切り替えるレンズ駆動手段と、前記光学系による被写体の光
学像を互いに焦点位置が異なる複数の画像として同時に取得する撮像手段と、前記複数の
画像に基づいて前記観察深度の切り替えの要否を判定し、該観察深度の切り替えが必要で
あると判定した場合に、前記画像に基づいて前記フォーカスレンズの移動方向を決定する
移動方向決定手段と、決定した前記移動方向に前記フォーカスレンズを移動させるように
前記レンズ駆動手段を制御する駆動制御手段と、を備える内視鏡装置を提供する。
【手続補正書】
【提出日】平成27年12月14日(2015.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　複数の前記画像を取得した際の前記フォーカスレンズの位置を示す位置情報を検出する
位置情報検出手段を備え、
　前記移動方向決定手段が、複数の前記画像のコントラストを夫々算出し、算出した各コ
ントラストの全てが前記位置情報に応じて予め設定された各閾値よりも小さい場合に、観
察深度の切り替えが必要であると判定する請求項１記載の内視鏡装置。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記態様において、複数の前記画像を取得した際の前記フォーカスレンズの位置を示す
位置情報を検出する位置情報検出手段を備え、前記移動方向決定手段が、複数の前記画像
のコントラストを夫々算出し、算出した各コントラストの全てが前記位置情報に応じて予
め設定された各閾値よりも小さい場合に、観察深度の切り替えが必要であると判定するこ
とが好ましい。



(12) JP WO2015/093412 A1 2015.6.25

10

20

30

40

【国際調査報告】



(13) JP WO2015/093412 A1 2015.6.25

10

20

30

40



(14) JP WO2015/093412 A1 2015.6.25

10

20

30

40



(15) JP WO2015/093412 A1 2015.6.25

10

20

30

40



(16) JP WO2015/093412 A1 2015.6.25

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

Ｆターム(参考) 2H151 BA47  BA53  DB01  DD09  FA63 
　　　　 　　  4C161 BB02  CC06  FF40  LL02  NN01  PP13 

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 内视镜装置

公开(公告)号 JPWO2015093412A1 公开(公告)日 2017-03-16

申请号 JP2015534859 申请日 2014-12-12

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 金野光次郎
谷内章一

发明人 金野 光次郎
谷内 章一

IPC分类号 A61B1/00 G02B7/38 G03B13/36 G03B17/02

CPC分类号 A61B1/00188 A61B1/00006 A61B1/00096 A61B1/00133 A61B1/04 A61B1/045 A61B1/05 A61B5/06 
A61B5/065 G02B7/38 G02B23/243 G02B23/26 H04N5/2254 H04N5/23212 H04N2005/2255

FI分类号 A61B1/00.300.Y G02B7/38 G03B13/36 G03B17/02

F-TERM分类号 2H011/AA06 2H011/BA33 2H011/CA19 2H100/CC03 2H151/BA47 2H151/BA53 2H151/DB01 2H151
/DD09 2H151/FA63 4C161/BB02 4C161/CC06 4C161/FF40 4C161/LL02 4C161/NN01 4C161/PP13

代理人(译) 上田邦夫
藤田 考晴

优先权 2013259202 2013-12-16 JP

其他公开文献 JP5881910B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

可以简化聚焦透镜的移动方向的确定，并且可以更加准确地提高自动聚
焦精度。 光学系统（14）相互聚焦，该光学系统具有聚焦透镜
（14a），用于通过在光轴方向上移动聚焦透镜来切换观察深度的透镜驱
动装置（15）和被摄体的光学图像。 图像拾取装置（17）获取多个不同
的图像，并且在确定需要切换观察深度的情况下，基于多个图像来确定
是否需要切换观察深度。 基于上述确定移动透镜的移动方向的移动方向
确定装置（31）和控制透镜驱动装置以使聚焦透镜沿确定的移动方向移
动的驱动控制装置（27）， 提供了一种内窥镜设备，包括：

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/99f04647-8b9e-4e61-9340-e68ccbba9538
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/053402758/publication/JPWO2015093412A1?q=JPWO2015093412A1

